
◆

子
ど
も
の
医
療
費
を
高
校
卒
業
ま
で
所
得
制

限
な
く
完
全
無
料
化
す
る
こ
と
。

◆
障
が
い
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
乳
幼
児

の
入
院
時
給
食
助
成
の
実
施
。

◆
教
育
条
件
の
整
備
を
す
す
め
30
人
以
下
学

級
の
実
施
。

◆
子
ど
も
の
国
民
健
康
保
険
料
均
等
割
り
は
、

減
免
や
廃
止
を
め
ざ
す
こ
と
。

◆
地
域
の
公
共
交
通
の
拡
充
を
す
す
め
、
循
環
路

線
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
創
設
な
ど
他
の
交
通

機
関
と
の
整
合
性
を
は
か
り
、
市
内
を
縦
横
に
接

続
し
空
白
地
を
無
く
す
こ
と
。

◆
優
待
乗
車
パ
ス
券
な
ど
低
額
料
金
制
度
を
創
設

し
、
高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
安
全
な
移
動
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
。

◆
中
央
市
民
病
院
に
於
け
る
診
療
は
、
全
て
の
患

者
に
対
し
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
。

◆
市
内
全
域
か
ら
利
用
で
き
る
無
料
通
院
バ
ス

等
整
備
す
る
こ
と
。

◆
指
定
ご
み
袋
や
ご
み
処
理
費
の
負
担
を
市
民

に
求
め
な
い
こ
と

◆
神
鋼
等
に
よ
る
度
重
な
る
公
害
被
害
の
実
態

を
把
握
し
被
害
救
済
を
図
る
こ
と
。

◆
公
共
施
設
の
見
直
し
、
施
設
削
減
は
、
市
民

対
話
を
広
め
、
市
民
と
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
を
定
め
る
こ
と
。
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日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫

委
員
長
は
２
日
、
西
村
担
当

相
に
申
し
入
れ
書
を
手
渡
し
、

首
相
へ
の
要
請
の
内
容
を
伝

え
ま
し
た
。

①
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

最
重
要
課
題
と
し
て
、
検
査

と
医
療
を
抜
本
拡
充
す
る
こ

と②
雇
用
と
事
業
を
維
持
し
、

経
済
を
持
続
可
能
に
す
る
政

策
を
ー
コ
ロ
ナ
危
機
を
倒
産

と
失
業
の
悪
循
環
に
陥
る
恐

慌
に
し
て
は
な
ら
な
い

③
未
来
を
担
う
子
ど
も
と
学

生
に
、
学
び
を
保
障
し
、
生

活
を
支
え
る
支
援
を

以
上
３
点
を
政
府
に
求
め

て
い
ま
す
。

会
談
で
志
位
氏
は
、
「
政

府
は
感
染
拡
大
防
止
と
経
済

社
会
活
動
の
両
立
と
い
う
が
、

両
立
の
最
大
の
カ
ギ
は
検
査

と
医
療
の
拡
充
で
す
。
戦
略

的
な
検
査
の
大
規
模
拡
大
を

強
く
求
め
た
い
」
と
要
請
。

ま
た
、
「
自
治
体
の
財
政

措
置
の
負
担
が
非
常
に
大
き

い
。
全
国
知
事
会
が
要
求
し

て
い
る
よ
う
な
全
額
国
費
負

担
に
よ
る
検
査
を
」
要
求
。

西
村
氏
は
検
査
に
つ
い
て

「
幅
広
く
や
る
こ
と
は
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
体

と
し
て
戦
略
的
に
大
幅
に
拡

充
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
述
べ
、
検
査
費
用

の
全
額
国
庫
負
担
に
つ
い
て

も
「
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

１
年
以
内
に
は
必
ず
あ
る
総
選

挙
で
政
権
交
代
の
可
能
性
の
エ
ビ

デ
ン
ス
に
つ
い
て
。

9
月
26
日
放
送
の
志
位
委
員
長

と
小
沢
一
郎
氏
と
のT

B
S

対
談
番

組
で
「
9
月
16
日
の
首
班
指
名
選

挙
で
１
３
４
人
が
枝
野
幸
男
氏
に

投
票
し
た
、
野
党
共
闘
で
あ
と
１

０
０
人
増
え
れ
ば
２
３
４
人
と
な

り
政
権
交
代
が
で
き
る
」
と
発
言

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
感
想
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
、

「
で
き
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
信
じ
ら
れ
な
い
」
が
率
直
に
言
っ

て
一
般
的
な
感
想
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
こ
ろ
が
み
な
さ
ん
、
前
回

選
挙
の
小
選
挙
区
で
は
、
過
半
数
の

50
％
以
下
の
得
票
で
当
選
し
て
い
る

自
民
党
の
国
会
議
員
が
89
名
も
い
る

の
で
す
。

前
回
選
挙
で
は
民
主
党
の
分
裂
や

排
除
の
論
理
の
希
望
の
党
が
野
党
共

闘
を
分
断
し
ま
し
た
が
、
共
通
政
策

と
政
権
構
想
で
の
一
致
が
は
か
ら
れ

れ
ば
既
に
89
名
に
代
わ
っ
て
野
党
統

一
候
補
が
当
選
で
き
る
可
能
性
が
科

学
的
に
検
証
済
み
で
す
。

わ
く
わ
く
す
る
選
挙
に
ご
一
緒
に

挑
戦
し
よ
う
。

立花俊治の

西村担当相（左）に申し入れ書を手渡
す志位和夫委員長、田村政策委員長

国
庫
負
担
で
検
査
拡
大
を

日
本
共
産
党
加
古
川
市
会
議
員
団
は
10
月
27
日
、
２
０
２
１
年
度
の
予
算

要
望
書
を
岡
田
市
長
に
提
出
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
生
活
を
守
り

く
ら
し
最
優
先
の
市
政
を
求
め
る
24
項
目
の
要
望
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

志位委員長 政府に緊急申し入れ

く
ら
し
最
優
先
の
市
政
を
！

岡田市長（右）に要望書を手渡す、左から立花、
高木、岸本各議員 （写真は2019.10.16）

共産党議員団

消
費
税
を
緊
急
に
５
％
へ
減
税

志
位
氏
は
ま
た
、
消
費
税

を
緊
急
に
５
％
へ
減
税
す
る

こ
と
を
要
求
。
同
時
に
、
現

在
、
経
営
困
難
な
中
小
企
業

に
対
し
て
は
、
納
税
を
免
除

す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

西
村
氏
は
減
税
や
免
税
は

難
し
い
と
し
つ
つ
「
中
小
企

業
支
援
策
を
ど
う
し
て
い
く

か
を
考
え
た
い
」
と
述
べ
、

「
全
体
を
菅
総
理
に
し
っ
か

り
お
伝
え
し
ま
す
」
と
答
え

ま
し
た

（
10
月
３
日
付
新
聞
赤
旗
）

政権交代を考える

２
０
２
１
年
度

予

算

要

望

書

医
療
費
の
高
校
ま
で
無
料
化

30
人
以
下
学
級
の
実
現
を

積
立
金
を
活
用
し
、
生
活
と
営
業
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
を

市
内
全
域
か
ら
無
料
通
院
バ
ス
を

粗
大
ご
み
処
理
手
数
料
の
廃
止

空
白
地
を
無
く
す
公
共
交
通
の
拡
充
を


